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本年もよろしくお願いいたします 

田  正彦 

 

令和６年になり 1か月がたちました。今年もどうぞよろしくお願いいたします。日頃より旭中学

校の教育活動にご理解とご支援をいただき誠にありがとうございます。 

さて、３学期始業式において生徒には、「この学期は 1 年のまとめとなる学期です」と、話しま

した。２学期までを振り返り、自分の強みについてはさらに伸ばし、努力が必要と感じるところに

ついては、少しずつでも取り組み、向上してほしいと願っております。 

 

能登半島地震では、改めて自然災害の恐ろしさ、地震や津波の凄まじさを感じずにはいられませ

んでした。日本は地震が多い国です。そのため、地震に対する意識は高いと思いますが、自然の力

は常に私たちに想定外な結果をもたらしています。今までより意識を高める必要もあるのかもしれ

ません。 

 

そこで今回、「予」という文字について皆さんと確認していきたいと思います。「予」という文字

は、「あらかじめ」とも読みます。意味としては、物事の始まる前に、ある事をしておくさま。言

い換えれば「前もって」となるかと思います。 

 

「前もって見当する」「前もって気づく」「前もって知る」「前もって防ぐ」といった、“予想”、

“予感”、“予測”、“予防”といった言葉（単語）を意識しておきたいものです。つまり、見通しを

もつということにつながるでしょうか。忙しい私たちは、つい目の前のことに捕らわれがちです。

しかしあえて時間を作り、防災について、予め、つまり前もって行動してみましょう。「家族と話

し合う」「防災用具の確認、準備」「避難経路」など。 

 

いつ起こるかわからない災害ではありますが、“予め”を考えておきましょう。 

 

旭中学校ホームページＵＲＬ 

http://www.edu.city.yokohama.lg.jp/ 

school/jhs/asahi/ 

能登半島地震で被害にあわれた皆様へ 

 

 1 月 1 日に発生しました能登半島地震により 犠牲となられた方々に深く哀悼の意を表するとともに 

被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます 

 また 被災者の救済と被災地の復興支援のためにご尽力されている方々に深く敬意を表します 

 被災地域の皆様の安全と 一日も早い復興をお祈り申し上げます 

 

    横浜市立旭中学校   



 学校評価に関する生徒・保護者アンケート集計結果 
 

11 月に学校評価の一環として実施した生徒・保護者アンケートについて、結果がまとまりましたので、

お知らせします。お忙しい中、アンケートにご協力いただいた保護者の皆様、ご協力ありがとうございま

した。この結果やいただきましたご意見をもとに、現在教職員で教育活動の振り返りを行っています。教

職員による振り返り結果については、学校評価報告書として年度末にホームページにて公開する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生徒アンケート 集計結果

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない

①旭中学校の教育目標が「自主・創造・共生」である 
 ことを知っており、教育目標を意識する機会がある。 
  
②「学校のきまり」や「授業の進め方」が小学校と統一 
 されていると感じる。 
  

  
③先生が２人いる授業は、質問をしやすいなど、学習 
 しやすいと感じる。 
④Chromebook等で自分の意見を発信したり、他の生徒の 
 考えに触れたりする場面が多くある。 

  
⑤学校生活の中で、先生から褒められたり、友人から 
 認められたりしていると感じることができる。 
⑥学校生活や学校行事、授業等の中で、自分の居場所や 
 役割を感じることができる。 
⑦「体と心の健康カード」や「保健委員会からの情報 
 発信」等によって、自分の健康や安全について意識 
 できている。 
⑧体力テストを通して、自分の体力の課題を把握し、 
 課題解決に向けて体力づくりに取り組むことができた。 
⑨学級活動や委員会活動などに、クラスや学校をより 
 良くしようという気持ちをもって積極的に取り組む 
 ことができた。 
⑩学年や学校でのレクなど行う中で、豊かな人間関係を築き、学校

全体の連帯感が高まっている。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者アンケート 集計結果

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない

①学校は、様々 な教育活動を通して、学校教育目標 
 「自主・創造・共生」の具現化を図っている。  
②併設型小中学校として、中沢小学校と共通の「児童生 
 徒徒指導スタンダード」「共通授業コンセプト」を策 
 定し、重点的に取り組んでいることを理解している。  
③学校は、小学校とのつながりを大切にした教育活動 
 を行っている。 
④学校は、保護者や地域と協働した教育活動を行っている。 

  
 
⑤学校は、生徒一人ひとりに多くの出番や役割をつくるよ 
 うに取り組んでいる。 
⑥学校や家庭でのお子さんの様子について、面談や懇談会 
 等の機会に教職員と十分に共有できている。 
 
⑦お子さんは、健康で安全な生活習慣が身についている。 



百人一首大会 

 

1月１７日（水）に１年生、１月２４日（水）に２年生の百人一首大会が行われました。３年生

は、特別時間割の中で３月４日（月）に行います。 

  国語の時間での練習の成果が発揮され、どのチームも真剣に勝負に挑んでいました。各クラス、

狙い札を決めていたのでしょうか？その札を取った時に、クラスの仲間と目を合わせて喜び合う姿

が印象的でした。狙い札が取れなかった時の悔しそうな表情も、次の札が読まれるとすぐに真剣な

表情に変わり、挽回しようと一生懸命取り組んでいました。何に対しても前向きにがんばる皆さん

の姿は、とても素敵でした。開催までの準備など、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生 職場体験 ～生徒一人ひとりが事業所を選び、体験する～ 
  

１月２６日（金）に２年生は職場体験を行いました。１年生の職業インタ

ビューを受け、今年度７月より９月までに、自分で体験したい事業所を考え

選択しました。事業所の関係で、何度も断られた人もいましたが、将来の就

職活動でも起こりうることで、そのことも含め良い経験になったことと思い

ます。当日は、職場体験を受け入れていただいた４４か所にそれぞれ分かれ

て、貴重な体験をすることができました。職場体験が終わり、帰着し学校へ報告する生徒の声は皆、

充実感いっぱいの様子がうかがえました。 

 生徒の感想として、「仕事を体験させていただき、掃除の大変さやあいさつ

の大切さを感じられました。」「仕事には、体力が欠かせないことを実感しま

した。」「対応力や周りを見る力が必要なことを実感しました。」「１ｍｍ単位

まで神経を使っているところにびっくりしました。」「こんなにもお客さんの

ことを考えているのだと、初めて知りました。」「職場の皆さんが、ずっと

働き続けていることが印象的でした。」「子どものときにはわからなかった、

事細かい心遣いがこんなにもあったなんてびっくり！」「お店の人の裏の努

力がこんなにもあったなんて知らなかった。」「職場のみなさんがやさしく

してくださり、楽しく活動ができました。雰囲気も大切。」

「将来に向けて、とても良い経験ができました。しっかり考えて、勉強も頑張り

たいと思いました。」など、体験しないとわからないことを感じたり、仕事の大変

さや充実感も感じることができたようでした。今後の生き方や進路選択に向けて、

とても貴重な体験ができたことと思います。  

 

 

 

 

 

 

生徒が、旭中の砂場を

重機を操作してほぐし

ています。 



校内書き初め展 優秀作品の紹介 
 

【銀 賞 作 品】         【金 賞 作 品】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月・３月の主な行事 
２月  ２日  ３年学年末テスト 

       9日  朝会 

１４日  新入生保護者説明会 

１４～１６日  公立高校共通選抜 

15・１6日  １・２年学年末テスト 

    ２６日  ３年社会見学 

    ２７日  合唱祭リハーサル 

    ２８日  公立高校共通選抜合格発表 

３月  ５日  合唱祭 

８日  卒業証書授与式予行練習 

１２日  卒業証書授与式 

２２日  大掃除 

２５日  修了式 

２６日  学年末・春季休業（４月７日まで） 

 

卒業証書授与式 
 

 ３月１２日（火）に第４７回卒業証書授与式を本校

体育館で行います。参加者は、卒業生、在校生（２

年生）、保護者、ご来賓の皆様、教職員となりま

す。なお、１年生は 11：１０～11:２０の間に登校し、

11:３０から３年生の見送りを行います。また、見送

りの際には、保護者の方も校庭にご入場いただく

予定です。見送りについては、保護者の方の入場

制限は行いませんので、式場に参列できない保護

者の方もぜひご参加ください。 


